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水素

すてる

産業全体を俯瞰した視点での、各技術/プロジェクトの位置付け・相互連関分析

CO2 CO2分離・回収技術 10

つかう

物流・人流・土木
インフラ

ライフサイクル関連

業務その他部門

廃棄物
（資源循環）

11

2%

廃プラ
廃ゴム

廃EV

廃コンクリート

モノをつくる・育てる

エネルギー輸送・供給

29%

製鉄

鋼片・鋼材

原材料
(鉄鉱石、石炭)

原材料

鉄鉱石
(天然ガス→) 水素

高炉・転炉

直接還元炉

所内水素
(1)－①所内水素を活用した水素還元技術等の開発

(1)－② CO2を活用した低炭素技術等の開発

(2)－②
直接還元鉄を活用した電炉の不純物除去技術開発

(2)－①
直接水素還元技術の開発
(天然ガスを水素で代替)
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電炉

電炉

鉄スクラップ

直接還元鉄

プラスチック

機能性化学品(PC 等)

(3) CO2からの機能性化学品製造技術の開発

原材料
(石油、ナフサ)

基礎
化学品

プラスチック
素材

プラスチック製品
(レジ袋、ペット
ボトル 等)

リサイクル(1) ナフサ分解炉の高度化技術の開発

(2) 廃プラ・廃ゴムからの化学品製造技術の開発

化学原料
(メタノール等)

(4) アルコール類からの化学品製造技術
（人工光合成等）の開発
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コンクリート

原材料

石灰石

素材・化学品 (紙・塗料等)

炭酸塩

コンクリート
CO2排出削減・固定量
最大化コンクリート

CO2吸収型コンクリート

CO2固定
材料

(1) コンクリート分野(2) セメント分野
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ｾﾒﾝﾄ

CaO

金属・非金属製品

木材・紙

繊維

・
・
・

住宅・建築物

船舶

再生メタン燃料船
LNG燃料船のメタンスリップ対策技術応用

水素燃料船
水素燃料エンジン

水素燃料タンク

燃料供給システム

(1)

水素燃料電池船、
EV船

LNG燃料船

エンジン

排ガス処理
システム

(3)

原材料

製鉄

金属
アンモニア燃料船

アンモニア燃料エンジン

アンモニア燃料タンク

燃料供給システム

舶用アンモニア燃料供給体制

(2)
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航空機

航空機 (従来型の機
体・エンジン効率化)

軽量化
(機体、部品)

原材料

原材料 (新規)

製鉄

金属

炭素繊維
複合材

水素航空機

水素航空機向け
エンジン

液化水素燃料
貯蔵タンク

燃料供給システム

電動航空機

(2)

(1)
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自動車

半導体・情報通信

原材料
(Si 等)

部品 (CPU、
メモリ 等)

次世代グリーンセンター
(省エネ化/再エネ利用)

(2)

データセンター
のグリーン化

15

蓄電池

原材料

リチウム、
黒鉛、
レアメタル
等

高性能蓄電池
(セル、モジュール、パック)

モーターシステム
ギア

インバータ

(1) 高性能蓄電池・材料技術開発

製鉄

素材/部品
(正極、負極 等)

磁石等

グリーンパワー半導体

電池粉

12

食料・農林水産 18

ナフサ分解炉

(3) モーターシステム効率化・
小型・軽量化

エネルギーをつくる 40%

化石燃料
(石炭、石油、天然ガス 等)

再エネ

次世代熱エネルギー

カーボンリサイクル燃料/次世代熱エネルギー 8

合成燃料/e-fuel

SAF(持続可能な航空燃料)

合成メタン

グリーンLPG

海外再エネ

輸送/発電 (国内)エネルギー生成 (海外)

水素発電
(火力混焼)

水素発電
(専焼)

(2) 水素発電を実現する
ための技術開発

水 水電解装置

(1)水電解装置の大型化・
モジュール化の技術開発

天然
ガス
等

グリーン
水素

ブルー
水素

(w/ CCS)

4

MCH

(合成→輸送)

脱
水
素

国内輸送

パイプライン

ローリー

貯蔵タンク

3

液化水素
(液化→輸送)

(1)水素サプライチェーンの
供給コスト削減に必要な技術開発

燃料電池

アンモニア

窒素

アンモニア
(合成→輸送)

グリーン
アンモニア

ブルー
アンモニア

新
触
媒

脱
水
素

(2) (再エネを利用した)

グリーンアンモニア電解合成技術開発

(1) CO2排出・
製造コスト低減の
合成技術開発

高混焼
(火力発電)

専焼
(火力発電)

専焼
(ガスタービン)

(4)ガスタービンにおける
アンモニア専焼技術開発

(3) 石炭火力を利用した
アンモニア高混焼化・
専焼化に向けた技術開発

原
料
供
給

29%

洋上風力
(浮体式
中心)

太陽光
(ペロブスカイト
中心)

2

1

乗用車

商用車 14

EV FCV その他

EV FCV その他
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xx    : 日本の全CO2排出量に占める割合(2018)xx   : GI基金における予算規模(億円、2023.1時点)

xx    : CO2削減効果 (億t、2050年、世界)

1,195

498

3,000700

1,935

688

1,262

568

350

211

3.9

15.2

2.6

0.9

13.0

80

1.0

11.5

3.2

3.9

(1)次世代グリーンパワー半導体の開発

次世代グリーンパワー半導体
(開発)

プロジェクトの位置づけ・相互連関分析（イメージ）

モーター

IoTセンシングプラットフォーム構築

(2) 高層建築物等の
木造化に資する等方
性大断面部材の開発

(3) ブルカーボンを推進
するための海藻

バンク整備技術の開発

(1)高機能バイオ炭等の
供給・利用技術の確立

420

1,410

382

159

1,130

1,510

(2) CO2を原料に物質生産できる
有用な微生物等の開発・改良

(3) CO2 を原料に物質生産できる
微生物等による

製造技術等の開発・実証

(1)有用微生物等の開発を
加速する微生物等改変

プラットフォーム技術の高度化

19 1,767 42.1

1,152

3.4

11.0

30

9.4

5.6

0.4

クリーン電力 水素 アンモニア CO2

原子力

電
力
供
給

CCSDAC

熱プロセス

1

廃棄物処理

高純度化

CO2輸送技術（液化輸送船等）

メタン
ターコイズ
水素

地熱

6

多様な製造技術の開発

XX
:今後の取組が想定されうる技術の例
※本資料への記載をもって当該技術を本基金で実施することを意味するものではない

貯
留

メタン等を原料に物質生産できる有用微生物

CO2回収型
仮焼炉

輸送効率化

混合プラ

CO2等の有効活用に向けた統合的な実証

（出典）経済産業省委託事業（委託先BCG）を踏まえて経済産業省にて整理


